
　

本
会
議
で
は
、
党
県
議

団
を
代
表
し
て
、
令
和
２

年
度
一
般
会
計
決
算
に
、

反
対
討
論
を
行
い
ま
し

た
。

　

具
体
的
な
事
業
で
は
、

災
害
復
旧
対
策
で
こ
れ
ま

で
の
ダ
ム
依
存
か
ら
流
域

全
体
の
総
合
的
な
治
水
対

策
へ
と
転
換
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
令
和
元
年
東
日

本
台
風
で
被
災
し
た
長
野

市
長
沼
と
塩
崎
の
千
曲
川

の
堤
防
が
、
被
覆
型
に
改

良
さ
れ
た
こ
と
は
歓
迎
す

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
精
神
障
が
い
者

２
級
の
医
療
費
補
助
の
対

象
が
全
診
療
科
へ
と
、
身

体
、
知
的
障
が
い
者
と
同

様
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と

は
、
長
年
に
わ
た
る
当
事

者
団
体
の
要
望
に
応
え
る

も
の
で
し
た
。

　

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策

で
、
第
３
波
を
前
に
大
規

模
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
体
制

を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
不
十
分

な
体
制
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工

事
は
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
の

残
土
埋
め
立
て
計
画
地
や

新
駅
予
定
地
の
住
民
の
、

安
全
性
や
説
明
責
任
へ
の

不
安
や
疑
問
が
置
き
去
り

に
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
北
森
林
組
合
の
補
助

金
不
正
受
給
は
、
県
が
適

正
な
業
務
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
事
に
も
大
き
な
要

因
が
あ
り
、
損
害
賠
償
の

請
求
自
体
が
妥
当
だ
っ
た

の
か
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
校
再
編
は
、
地
域
協

議
会
な
ど
で
再
編
・
整
備

計
画
第
１
次
に
対
し
て
、

県
民
の
不
安
や
疑
問
に
応

え
て
い
な
い
と
の
声
が
上

が
り
、
再
編
整
備
の
進
め

方
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
総
じ
て

令
和
２
年
度
一
般
会
計
決

算
は
、
県
民
の
福
祉
向
上

と
い
う
地
方
自
治
の
「
本

旨
」
に
て
ら
し
、
課
題
を

多
く
残
し
て
お
り
、
認
定

で
き
な
い
旨
も
う
し
あ

げ
、
討
論
と
し
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
は
認
定
に

賛
成
が
多
数
で
私
ど
も
の

思
い
は
通
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

両角：私は言い続けていますが、
やはり国にせめて４分の１ではな

く、　措置のころのように、半分

負担を求めるべきでは。

答弁：国の負担が、すぐに25％か
ら50％には難しいが、増やすよう

国に求め続けている。

両角：コロナ禍での病院の営み
は、ドクター・看護師だけでない。

薬剤師のことは、以前取り上げた

が、防護服をきてリハビリをする

理学療法士や検査技師、栄養士、

医療事務等々。医療現場に分断を

持ち込んでほしくない。給付金・

支援金等は病院に一括で支給し配

分は病院に任せる方法が良いので

はないか。

答弁：国もその方向性を示してお
り、県もそのようにしたい。

―全国的に衝撃を与えた事件。
〝動物がもうけの対象〟〝お金にな
ればよい〟という感覚か―

　県の説明では、「昨年度までは、

県松本保健所が監督・指導する立

場にあり、当時の対応が適正で

あったかどうか、現在、健康福祉

部内で検証チームを設置し、検証

を行っている。検証の過程におい

て、充分な対応でなかったと判明

した場合は、その改善を図る。動

物の適正飼養管理について、対応

の強化と再発防止に努めていく」

とのことでした。

両角：中核都市となった松本市に
業務が移管される本年、３月末ま

で、県としても９回の立ち入り調

査をしているが、この時点の報告

書からして、どんな状況が記載さ

れているのか。　　　

答弁：異臭がする。従業員が足り
ない。等の指導した内容が書かれ

ている。

両角：なぜ防げなかったか曖昧に
してはいけない。検証チームに今

からでも識者の助

言を聞くだけでな

く入ってもらうこ

とも必要。抜き打

ち検査、警察との

連携を。

　フランスでは、

2024年までにペッ

トショップでの犬

と猫の販売を禁止

する法律が成立し

ています。我々も

考えるときかと思

います。今回は中

間報告、２月定例会でなぜ防げな

かったか、真相究明の報告をする

よう求めました。

　そのほか

▲

私立学校の生理用
品設置 

▲

少子化対策 

▲

子ども食堂
に対する食料支援 

▲

保育園等の耐
震 

▲

保健所の体制について質問を
しました。

　　　　　　（11月２日・写真下）
　コロナ関連で「病床確保料が無

かったら病院としては大変。経営

が成り立たない」との実態を報告

し、県の支援を求めました。

介護保険料滞納で
　　差し押さえ最多

コロナ禍での給付金・支援金について

「病院はワンチーム」

松本市の動物虐待事件

信州医療センター視察

令和２年度一般会計決算に対し反対討論を行いました

ご意見・ご要望をお寄せください。
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両
も ろ ず み

角友
と も な り

成県議会報告

県民文化健康福祉委員会報告

質問を終えて
　県民生活に直結する課題が多い委員会で

す。これからも、県民目線でしっかり取り組

んでまいります。


